
資料２
ウィズあかし視察結果

１ 視察概要

(1) 視察日時

令和３年１０月２２日（金）１４時から１５時００分まで

(2) 視察者

事務局

（教育委員会部局）

教育委員会事務局生涯学習文化財課長 尾崎

（町長部局）

企画部企画政策課長 芝及び同課主任 芦原

２ 立地環境

(1) 所在地

兵庫県明石市東仲ノ町６番１号

(2) 立地環境

明石駅（ＪＲ線、山陽電鉄）至近南東部にある９階建て再開発商業施設ビルの７

階から９階までのフロアに存在

近くの駅前施設に図書館が入り、小学校（明石市立、神戸大学附属）、幼稚園（

明石市立、神戸大学附属、私立）、文化博物館がある。

３ 建物

(1) 外観

駅至近の再開発商業施設のビルで、公共交通（ＪＲ、私鉄及びバス）のアクセス

が良く、また、有料立体駐車場が併設されており、自動車によるアクセスも良い。

(2) 内観各階

１階から６階までは商業施設となっており、施設周囲の人通りは多い

(3) ７階部分（元、女性センター）

・相談カウンター（男女共同参画等に関する相談カウンターとなっている。）

・図書閲覧コーナー（ラウンジ）

・研修室４室（うち２室はパーテーションで分割）

研修室は、定員２４人から１２０人までを設定

中央部に広い廊下を配した構造

※ 同じフロアに観光協会等の事務室がある。



(4) ８階部分（元生涯学習センター・こども図書館）

・総合受付カウンター

・登録団体貸出ロッカー

・研修室５室（うち１室はパーテーションで３分割）

定員８人から８１人までを設定

・和室１室（茶室を有する。）

・調理実習室

・印刷室 デジタル印刷機、カラー印刷機、長尺印刷機、紙折機

・フリースペース（Ｗｉ-Ｆｉ完備、イベントも行われるスペース）

フリースペース内にチラシコーナー（市の情報、活動団体の情報、コミュニテ

ィセンターの情報及びまちづくり協議会情報）

・ブースてまえ・おく（登録団体が利用できる区切られたガラス張りスペース）

(5) ９階部分

・ホール「子午線ホール」

定員２９３人の小規模音楽ホールで舞台専門要員がいる。

・音楽練習室 ２室（定員各６人）

・リハーサルスタジオ １室（定員２０人）

・楽屋３室（小２室、大１室）

・ピアノ庫

・舞台要員室 １室

練習用料金設定あり

活動団体の発表や、各種セミナーでの利用が多い。

市内には異なる規模のホールがあり、用途分けができている。

ウィズあかしの主催事業よりも、貸館利用が多い。

※ 楽屋側にトイレがなく、有名人が来た際に、トイレで交錯することがある。

※ 同じフロアに明石市立高齢者大学校あかねが丘学園が入っている。

４ 管理運営

指定管理者制度導入施設

指定管理者 一般財団法人 明石コミュニティ創造協会

５ ソフト面での取組

(1) 男女共同参画相談室

女性のための相談、男性のための電話相談、女性のための法律相談、就業相談、

履歴書・職務経歴書の作成相談及び女性のためのチャレンジ相談等を実施



(2) 市民活動支援

オンラインツールの活用講座の開催

Zoom体験からYouTube配信講座、オンライン講座や、オンラインと集合型講座を組

み合わせたハイブリッド型の講座を開講

(3) みんなの学校

「教えたい市民」と「教えてもらいたい市民」が集まるイベント（２日間実施）

内容的には、生涯学習推進、男女共同参画及び市民活動支援に資するテーマのも

のを優先。文化・歴史に関するものから、まちづくり・子育て・環境など社会や生

活の課題を考えるもの、多様な生き方やキャリア教育に関するものなど内容は自由

（企業等の宣伝営利になるもの、政党、宗教や特定の団体の宣伝になるもの等を除

く。）開催に当たっては書類選考を実施

みんなの学校の受講者が、教える側に回ることにもなる。

(4) その他の工夫

明石市市民活動応援自動販売機の設置（８階）

→売り上げの収益を「ステップアップ助成」の原資にする仕掛け。

自動販売機に収益の使い道についても明示している。

６ 質疑

（町）

特色ある取組としてどのようなものを行っているか。

（ウィズあかし）

・子どもの将来を考えるイベント（性教育のセミナーなども実施）の実施

・早期退職者のコーチングを行っている。

・定年退職前後の相談が多くある。

・つながりサロンは、誰でも参加できる。６５歳以上の男性の方が参加している傾向

である。

（町）

４０歳〜５０歳代へのアプローチの工夫は。

（ウィズあかし）

・夜に「つながりサロン」を実施

・夜の講座は、市民広場の会場での実施多く、参加人数は２０～３０人くらいである。

（町）

みんなの学校で学んだ方が講師として活躍したりする事例等は。

（ウィズあかし）

昨年度から中学校コミセンとの連携が進んできており、活動が活発化している。

まちづくり協議会から個人へのアプローチがあり、学びの縦貫ができている。

また、参加は基本無料、講師デビューしたての人は、場数を踏んでいく。



（町）

社会課題に対する講座はどのように実施しているのか

（ウィズあかし）

・男女共同参画社会に関することや、ＨＳＰ（Highly Sensitive Person＝音などの外

部刺激にとても敏感な人）への対応講座等、社会トレンドを題材とした事業を展開

しており、定員オーバーの状態である。

・ZOOM講座も毎週実施していた。

・デジタルコンテンツに関するものについては、映像プロダクションの先生に来てい

ただき、動画で発信する力をつける講座を開講している。

（町）

若者の団体の活動等はどのようなものがあるのか。

（ウィズあかし）

・高校生の団体が映像団体の立ち上げなどを行う活動がある。

（町）

複合施設のメリットやデメリットはどのようなものか。

（ウィズあかし）

・デメリットは特にない。

・窓口の一本化により、講座等の申し込みが簡素化され、より便利になった。

（町）

職員の育成方法は

（ウィズあかし）

分野ごとの人員がいた。ＯＪＴ、コーディネートする仕組みを取り入れている。

（町）

集約化に当たり、既得権への対応はどのようにされたか。

（ウィズあかし）

・ほんの一部ではあるが、女性団体からの要望は当初多かったが、今はなくなった。

・理由としては活動の幅が広がったことにより、女性団体の不満も解消されていった。

・スタッフと利用者との相互コミュニケーションが重要である。

（町）

活動団体の高齢化への対策は

（ウィズあかし）

今のところ対策できていないが、団体コラボである程度は解決できている。



（町）

講座開催等に当たりニーズの把握方法はどのようにしているのか。

（ウィズあかし）

アンケートは定期的にとっているが、アンケートよりもスタッフと利用者のコミュ

ニケーションによってヒントを見つけることが多いため、利用者とのコミュニケーシ

ョンを大切にしている。












